
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ６ 年 ４ 月 ２ ６ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 讃 美 歌 ７ 「 主 の み い つ と 御 栄 え 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 讃 美 歌 3 9 9 「 悩 む 者 よ 」 一 同

教 会 学 校 絵 本 「 洗 礼 者 ヨ ハ ネ 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 5 1 4「 弱 き 者 よ 我 に 全 て 」 一 同

聖 書 朗 読 詩篇第15篇

奨 励 詩篇の福音（第15回） 牧 師

主 題 「主を仰ぎ見よう」

讃 美 讃 美 歌 3 5 5 「 主 を 仰 ぎ 見 れ ば 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 讃 美 歌 543「 主 イ ェ ス の 恵 み よ 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 イ ザ ヤ 書 第 54 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
４ /26(日 )聖 日 礼 拝

/27(月 )
/28(火 )
/29(水 )昭 和 の 日
/30(木 )

５ /１ (金 )
/２ (土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 隠 れ て い る 富 」
（ 国 際 弁 護 士 ｢さ さ き み つ お の 一 期 一 会 ｣よ り ）

海 底 の 鉱 物 資 源
内閣府と海洋研究開発機構 (JAMSTEC )は 2 0 2 6年 2月 2日 、 世 界 に 先 駆 け て 、

小笠原諸島 ・南鳥島沖の水深約6000ﾒｰﾄﾙの海底からレアアース (希土類 )を含む

とされる 泥の引き揚げに成功したと発表し、全世界の注目を集めた。その埋蔵量

は 1600万 ﾄﾝと推定され、中国、ブラジルに次ぐ世界第3位の量である 。レアアース

は半導体を含 むスマホ等のハイテク製品、電気自動車、医療機器等の最先端技

術製品にとっての必須素材である。

これまで日本は鉱物資源のない資源小国と思われてきたが 、実は日本の領

土には地下、海底にまだ発掘されていない無限の鉱物資源が眠っている可能性

がある と分かって来た 。そもそも日本の国土面積は、約 37.8万㎞ で世界 60位で2

あるが、日本政府が領有権を主張している領海･排他的経済水域(EEZ)は約447
万㎞ となって お り 、世界第 ６位であり 、実は日本は世界有数の資源大国なので2

ある。この日本の 快挙に刺激され、今後、世界各国の地下･海底資源の発見 ・開
発に拍車がかかるも のと思われる 。資源はもともと存在しているのであるが 、人
間がそれを発見して開発す るまでは隠れているのである。
人間の能力資源

聖書によれば、全能の父なる神は人間を含む宇宙万物の創造主である。地 上

に現れている富も 、地下や海底に隠れている富も 、すべて神が人間のために 創

造し たものである 。私たちは神の恵みであるこの世の富を発見して開発し 、文 化

や文明の発展のために用い、これを人々分かち合うことによって共に豊かな生活
を享受す ることができる。人生を豊かにする文化も生活を便利にする文明も、 神
の子として造られた人間の持つ潜在能力が引き出され、発揮された結果である。
人間の能力もそれが発見され引き出されるまでは隠れているのである。

しかし 、神の富はこの世限りの物質的な富に限られない 。人間を真に幸せに す
るのは 、愛 ・喜び ・平安 ・希望 ・信仰という神と人間との信仰による交わりから得 ら
れる霊的な富である。信仰と希望と愛はいつまでも続くからである。

「たとえ、全世界を自分のものにしても、永遠のいのちを失ってしまったら、
何 の得になるでしょう。いったい、永遠のいのちほど価値あるものが、ほかに
あるで しょうか」 （ マタイ 16:26 リビング ・バイブル）


